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自然環境下において、食害を受けた植物の周辺に生育している植物の食害抵抗性が上昇することが報

告されている。近年、食害を受けた植物から放出される匂い物質によって、周囲の無傷な植物の抵抗

性が誘導されることが明らかになってきた。しかし、植物においては、どのようにして匂い物質が受

容されてその情報が伝達され、抵抗性応答が引き起こされるか、メカニズムは未だ不明である。我々

はタバコ培養細胞 BY-2 を用いて、植物から放散されることが知られている匂い物質による、抵抗性

遺伝子誘導活性を検討した。その結果、セスキテルペンの一種である(E)-ß-caryophyllene とその構造類

似体の匂い物質が、特異的に、NtOsmotin 遺伝子の発現を 3-6 時間で誘導することを見出した。さら

に、タバコ植物体においても、(E)-ß-caryophyllene は NtOsmotin の発現を、曝露開始から 8 時間で誘導

することが示された。これらの結果は、植物が匂い物質を感知していることを強く示唆することから、

タバコをモデルシステムとして、caryophyllene 構造類似体の分子構造を認識する「匂い受容体」を探

索することとした。そこで、(E)-ß-caryophyllene 誘導体を固定化したビーズを作製してプルダウンアッ

セイを行ったところ、120 kDaのタンパク質 (P-120)が特異的に結合することが確認された。LC/MS/MS
解析により、このタンパク質は転写制御因子の 1 つであることが明らかになった。Caryophyllene 構造

類似体依存的な NtOsmotin 発現誘導に、P-120 が及ぼす影響を調べるため、GFP 融合 P-120 を恒常性

プロモーター下で発現する BY-2 細胞株を作出した。Caryophyllene 構造類似体による NtOsmotin 発現

誘導を、野生型の BY-2 細胞と比較すると、GFP 融合 P-120 導入 BY-2 細胞で誘導が抑制される傾向に

あった。さらに、GFP 融合 P-120 を恒常性プロモーター下で発現するタバコ植物体を作出し、

Caryophyllene 構造類似体による NtOsmotin 発現誘導を野生型のタバコ植物体と比較した。その結果、

BY-2 細胞での実験と同様に、GFP 融合 P-120 導入株で誘導が抑制される傾向にあった。以上の結果か

ら、タバコにおいて P-120 は caryophyllene 構造類似体を認識して、NtOsmotin の遺伝子発現誘導に関

わっていることが示唆された。本研究の結果は、植物においては、動物がもつ嗅覚受容体とは異なり、

転写制御因子が匂い物質を感知する「匂い受容体」として機能している可能性を示唆している。 
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